
一般社 団法人館林市 邑 楽郡医師会

在宅 医療 介護 連携
相談 セ ン タ ー た て お う
相談センターたておうは

医療機関や介護関係者の連携を
推進するための専門職専用の相談窓口です

R4年10月15日（土）館林市三の丸技術ホールで住民公開講座を開催し、318名とたくさんの方にご参加いただ
きました。

「認知症になっても地域で暮らすために」をテーマとし、群馬県認知症疾患医療センターつつじメンタルホス
ピタルのお二人の先生にご講演をしていただきました。

☆「認知症の方と家族への支援方法」・・・理事長 田渕肇 先生
☆「認知症について知っておきたいこと」・・・センター長加藤隆 先生
身近な話題でもあるため、皆さま熱心に講演を拝聴していました。
ご参加いただいた方からは、「生活習慣病のコントロールと運動が大切である事を知ることができた」「日頃疑問に
思っていたことが、お二人の先生の話を聞いてよく理解できた」といった感想が寄せられました。
講演会後の質疑応答の時間でも、多くの方々からの質問に、ご丁寧にわかりやすくお答えしていただきました。
素晴らしいご講演ありがとうございました。

令和4年9月14日(水）13時30分から邑楽町役場会議室にて、たておう
合同学習会を開催いたしました。今回は困難事例発表会「介護保険と
障害者総合支援制度を併用している方への支援」～これからも自宅で
暮らしたい～について、いずみの里居宅介護支援事業所 管理者・主
任介護支援専門員 𠮷田 克也 様よりご講演をいただきました。介護
保険だけでは必要なサービスが十分に受けることができなかった。
しかし、障害者総合支援制度を併用することで、利用者様の個別性を
尊重した福祉用具や充実したサービスを提供することができ、より安
心した生活の支援につながることを教えていただきました。

住 民 公 開 講 座

アドバイザー養成講習会

より多くの地域の方々に、MOTTE(もって)を活用していただけることを目的に、MOTTEを記入する時のサ
ポートができるアドバイザー養成講習会を令和4年9月10日(土)9時から15時(１日コース)で開催いたしま
した。館林邑楽地域の看護師・MSW・ケアマネジャーなど11名の方が受講しアドバイザー認定書を授与

第 1 6 回 合 同 学 習 会

いたしました。MOTTEアドバイザーとして地
域の皆さまへ寄り添いMOTTEをご記入するサ
ポーターとしてご活躍していただければ幸
いです。今後もアドバイザー養成講習会を
開催する予定です。ご興味がありました
ら、皆さまのご参加お待ちしており
ます。

今回も68名と多くに方にご参加いた
だき大盛況でした



ご提供いただいた事例は、MOTTEの出前配布講座などで、地域の皆
さまにご紹介したりACP普及のために活用させていただきます。

MOTTE書き方講座

ACPの地域住民の普及啓発の一環とて配布してい

る、医療とケアに特化しているエンディング

ノートMOTTE(もって)！
地域の多くの方にこのノートを活用していただ

くためにMOTTE書き方講座を開催いたします。

書き方のポイントやコツをわかりすく解説し、

実際に書き込んでいくことができます。

ご希望がございたしたら、下記までお問い合わ

せください。

MOTTEの事例を募集しています！

エンディングノートMOTTEを活用されていますか？

アドバイザーとして「このような方にアドバイスしました」とか
「このような方にお勧めしました」など、是非事例をご提供くだい。
書き方の決まりはありません。簡単・自由にご記載ください。

≪事例・記載例≫

Sさん 92歳 女性
高血圧症、不眠症、認知症にて医療機関に通院中

認知症が徐々に進行しており、いつも通院に付き添っている娘さんが、何とか本人の

意思が確認できる内にと、MOTTEの作成を実施することになりました。

話し合いでは、話すことが二転、三転することもありましたが、一貫として「家族に

苦労や迷惑はかけたくない」との想いが強く「体調を崩して家にいられなくなったら、

病院か施設に入るしかない」と話していました。

しかし、話し合いを進めていく中で、「本当は家が一番いいよ。私も頑張って家で

義理の両親の看取りをしてきた」との言葉が聞かれるようになりました。

娘さんは、Ｓさんの想いを汲み取る機会ができてよかったと

話し、今後の認知症の進行により意思確認が困難となった

場合でもMOTTＥがあることで、Sさんの想いを伝え、他の

家族と共有ができ、望む最期に近づけるのではないかと話し

てくださいました。

今では、SさんはMOTTEのことは忘れてしまっている様子

ですが、娘さんや家族により大切に保管されています。

※ご提供いただいた事例は、MOTTEの出前配布講座などで、
地域の皆さまにご紹介したりACP普及のために活用させてい
ただきます。

MOTTEの事例提供はこちらまで
FAXで送信をお願いします。

FAX：0276-73-0215

お問い合せ

在宅医療介護連携相談センターたておう

〒374-0043 群馬県館林市苗木町2497-17

TEL：0276-55-0118 FAX：0276-73-0215

✉：tateou-soudan@mail.gunma.med.or.jp

MOTTE出前配布(無料)も実施中！


